
第４回洞爺湖町教育行政会議 

ワークショップで出された内容のまとめ 

 

≪ソフト面≫ 

【コミュニケーション・関わり】 

・縦のつながりを考えられる子 

・人とのコミュニケーションができる 

・人と、コミュニケーションが取れる子 

・社会性 

・地域の大人が子どもに声かけをする。 

・注意をすることは恥ずかしいが、善悪を伝える

人がほしい 

・人の目を見て話を聞くことができる 

・「はい」の言える子ども 

・子育てしやすい 

・人との交流が多い 

 

【多様性】 

・違っていても同じでも構わない。否定せず、受

け入れながら自我を育てる力（LGBTQ等） 

・ウィーアーバディーズ ※１ 

・尊重できる子 

・認めあえる子 

 

【自立・夢】 

・自分のことが大好き（自己肯定感） 

・子ども一人に対して、親、生徒以外に一人、心

を許せる大人がいる。 

・大きな夢を持ってほしい。 

・好きなこと、得意なことを仕事にできるように

なってほしい。 

・自立心がある子ども 

・自分で考えることができる子 

・失敗を楽しめる 

・挑戦 

 

【ふるさと愛】 

・ふるさとを愛する子ども 

・洞爺を愛する子になってほしい 

・町における遺産などの理解を兼ねた学習に力を

入れる 

・卒業後、地元へ戻って来る（就職） 

・洞爺が大好き 

・親の仕事を理解する。 

・地域を案内できる子 

・自然環境を大切に考えられる子 

 

【体力・芸術】 

・運動や芸術等に興味を持ってやってみようとす

る子 

・芸術に触れて楽しむことのできる子 

・体力がある ・元気（気力） 

・日本文化を身に付ける 

 

【学力】 

・学力がある ・知識（欲） 

・オールマイティではなく、何かに秀でている子 

・算数（小学４年以上）ができる子→社会人とし

て必須 

・お金の使い方を考える 

・英語力つける（継続） 

 

【優しさ・思いやり】 

・学力より優しさ 

・思いやりがある子ども 

・助け合いの心を持ってほしい 

・協調性のある子 

・協働、調整 

・自分の命は自分で守る考え方 

・どこに行っても生きていける子 

・こつこつ、にこにこ、きびきび 

 

※１ 「ウィーアーバディーズ（We are buddies）」は、

オランダ発祥のプログラムで、特に学校や地域社会での

いじめ防止や社会的包摂を促進することを目的としてい

ます。このプログラムでは、年齢や背景の異なる子ども

たちが「バディ」としてペアを組み、お互いをサポート

し合うことを通じて、コミュニケーションスキルや共感

能力を育てます。このプログラムの特徴として、参加者

が共通の活動やプロジェクトを通じて連帯感を築き、多

様性を受け入れる姿勢を養うことが挙げられます。これ

により、学校や地域社会全体での包括的な雰囲気を形成

し、いじめの予防や減少を目指すものです。 



≪ハード面≫ 

 

【豊かな自然・街・食】 

・自然を生かした学習環境。 

・身近な自然に触れる機会を多くもつ。 

・自然環境（洞爺湖）を生かした教育 

・移住者が来たいと思う街（町） 

・教育（学校）を軸にした街づくり 

・自然が豊かである 

・湖 

・海、 

・自然 

・食 

・冬の寒さ 

・景色 

・１年を通した洞爺湖の景色 

・町の大きさ 

 

【地域学習】 

・海外からの人の活用 

・たくさんの人と関わる機会を増やす。 

・総合的な学習の時間の充実（社会見学） 

・地域での学習活動 

・地域の色々な知識、技術を持っている人とたく

さん触れ合う機会をつくる。 

・地域の人たちとの触れ合いの時間をつくる。 

・地域の人材活用ができればよい。 

・地域を知って、自分達で誇りを持って暮らして

いける力を養う環境 

・専門的知識を持った教育の配置 

・学校での学習内容、個別対応 

 

【施 設】 

・スポーツ公園 

・総合体育館のように、色々な人が交流できる場 

・温水プールがあればよい。 

・少年団などのスポーツサークル。 

・気軽に通えるおしゃれな生涯学習センター 

（※図書館は必ず！） 

・休みに子どもが集まれる遊べる場所 

・ITを活用できる場所 

・放課後の自習室 

（休みの時も自分で勉強できる部屋等、学童？） 

・子どもの居場所がいくつもある。 

・図書館の整備 

・給食の施設 

・安心して遊べる施設 

・子どもからお年寄りまでが集まれる一体的施設 

 

【学校教育】 

・部活動の選択ができる学校 

・高齢者と交流できる学校 

・チャレンジする教育（うまくいかなくても、自

主進度学習などやってみる） 

・学校の改築 or新築 

・小中９年間で育てるための施設 

・維持管理費の圧縮 

 

【防 災】 

・防災関連施設としての防災施設 

・壁のないオープンスペースの教室 

 

【支援】 

・資格等支援システム(受験料) 

・進学のために交通費などの支援 

・進学支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


